
まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索
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継
立
野
球
少
年
団
に
寄
贈

栗
山
工
業
団
地
企
業
協
議
会

2
22

　

栗
山
工
業
団
地
企
業
協
議
会
が
、

継
立
野
球
少
年
団
へ
野
球
ボ
ー
ル
を

贈
り
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
工
業
団

地
内
に
あ
る
事
業
所
24
社
で
構
成
さ

れ
、
地
域
産
業
の
振
興
を
主
な
目
的

と
し
て
昭
和
56
年
に
設
立
。
青
少
年

育
成
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
多
く
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。松
原
会
長
が「
み

ん
な
で
元
気
よ
く
、
思
う
存
分
に
練

習
し
て
く
だ
さ
い
」
と
野
球
ボ
ー
ル

が
入
っ
た
箱
を
手
渡
す
と
、
同
団
の

榊
結
樹
さ
ん
は
「
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
練
習
を
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
と
26
日
に
登
別
サ
ン
ラ

イ
バ
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
第
45

回
北
海
道
赤
十
字
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
競
技
大
会
で
、
栗
山
ス
キ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団
チ
ー
ム
が
総

合
順
位
で
１
位
と
な
り
、
結
果
報
告

の
た
め
南
條
宏
教
育
長
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、
全
道
か
ら
10

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
３
競
技
中

総
合
技
術
競
技
で
１
位
と
な
り
総
合

得
点
の
結
果
、
第
１
位
と
な
り
ま
し

た
。
出
場
し
た
コ
ー
チ
兼
選
手
の
成

田
雅
史
さ
ん
は
「
１
位
に
な
る
の
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
結
果
が

出
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
大
会
で
１
位

赤
十
字
奉
仕
団

2
27

栗
山
小
に
カ
ホ
ン
を
寄
贈

有
限
会
社
イ
シ
グ
ロ
製
作
所

3
 1

　

有
限
会
社
イ
シ
グ
ロ
製
作
所
（
旭

川
市
）
が
、
栗
山
小
学
校
に
カ
ホ

ン
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
当
製
作
所

で
は
昨
年
２
月
に
新
ブ
ラ
ン
ド

「
６シ

ク

セ

ス

Ｓ
Ｅ
Ｓ
」
を
立
ち
上
げ
、
木
製

打
楽
器
「
カ
ホ
ン
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

モ
デ
ル
を
発
表
。
寄
贈
式
終
了
後
に

早
速
、
児
童
た
ち
の
歌
に
合
わ
せ
て

演
奏
を
し
ま
し
た
。
石
黒
裕
規
社
長

は
「
現
状
で
は
地
名
度
が
低
い
カ
ホ

ン
で
す
が
、
楽
器
の
中
で
は
取
り
掛

か
り
や
す
い
も
の
な
の
で
、
音
楽
の

授
業
や
行
事
な
ど
で
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
道
内
に
広
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

慣
れ
た
手
つ
き
で
研
ぎ
あ
げ
る

包
丁
研
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
 3

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
包
丁
研
ぎ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
役
場
営
繕
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

と
町
技
能
協
会
に
よ
り
毎
年
行
っ
て

い
る
奉
仕
活
動
で
今
回
が
26
回
目
。

民
生
委
員
が
担
当
地
区
を
回
っ
て
集

め
た
包
丁
約
２
０
０
本
を
、
技
能
協

会
の
会
員
11
人
が
、
と
石
や
電
動
研

磨
機
を
使
っ
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
研

ぎ
あ
げ
ま
し
た
。
丸
山
紘
司
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、
山
﨑
信
治
会
長
は
「
切
れ

味
が
良
く
な
っ
た
包
丁
を
、
気
持
ち

よ
く
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

自
慢
の
歌
や
踊
り
を
披
露

高
齢
者
演
芸
会

3
 7

　

栗
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
平
成
28
年
度
高
齢
者
演
芸
会
が
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

開
か
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
多
年

に
わ
た
り
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員

と
し
て
会
の
推
進
・
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
方
々
に
、
吉
田
輝
雄
会
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

49
組
約
１
０
０
人
が
演
芸
会
に
出
演

し
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。

出
演
者
は
３
０
０
人
以
上
の
観
客
が

見
守
る
中
、
歌
謡
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
息
の

ぴ
っ
た
り
合
っ
た
踊
り
や
自
慢
の
の

ど
が
披
露
さ
れ
る
た
び
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
農
家
に
嫁
い
だ
女
性
の
学

習
グ
ル
ー
プ
「
く
り
や
ま
農
業
女
性

塾
」
が
、
講
座
な
ど
で
学
ん
だ
農
業

や
食
、地
域
の
こ
と
を
ま
と
め
た「
く

り
や
ま
か
ま
ど
ペ
ー
パ
ー
」を
発
刊
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
完
成

お
披
露
目
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
は
塾
生
た
ち
が
「
見
た
」「
学
ん

だ
」「
味
わ
っ
た
」
地
産
地
消
を
紹

介
。
町
農
業
振
興
公
社
な
ど
の
協
力

の
も
と
、
農
家
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た

仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。
制
作
に

参
加
し
た
岸
田
瞳
さ
ん
は
「
掲
載
さ

れ
た
料
理
は
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

か
ま
ど
ペ
ー
パ
ー
が
完
成
！

く
り
や
ま
農
業
女
性
塾

3
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庁
舎
を
華
や
か
に

た
か
は
し
ダ
リ
ア
が
洋
ラ
ン
を
寄
贈

3
22

　

花
と
緑
の
部
屋
「
た
か
は
し
ダ

リ
ア
」（
中
央
３
）
の
高
橋
和
則
店

長
が
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
デ
ン
ド
ロ

ビ
ュ
ー
ム
な
ど
の
洋
ラ
ン
４
種
10
鉢

を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。同
店
で
は
、

14
年
前
か
ら
「
栗
山
洋
ラ
ン
展
」
を

開
催
。そ
の
収
益
金
の
一
部
で
毎
年
、

町
に
洋
ラ
ン
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

高
橋
店
長
は
「
来
庁
者
が
多
い
こ
の

時
期
に
庁
舎
を
華
や
か
に
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
、
受
け
取
っ
た
椿

原
紀
昭
町
長
は
「
見
事
な
花
を
毎
年

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
洋
ラ
ン
は
、
役
場

１
階
窓
口
な
ど
に
設
置
。
来
庁
者
の

心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

青
年
農
業
賞
受
賞

南
角
田
の
八
森
勇
人
さ
ん

3
23

　

平
成
28
年
度
の
栗
山
町
青
年
農
業

賞
お
よ
び
勝
部
徳
太
郎
夫
婦
賞
の

表
彰
式
が
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
で
行
わ
れ
、
南
角
田
の

八
森
勇
人
さ
ん
、
祐
希
さ
ん
夫
妻
が

受
賞
し
ま
し
た
。
八
森
さ
ん
は
平
成

９
年
に
後
継
者
と
し
て
就
農
。
平
成

22
年
に
は
経
営
移
譲
を
受
け
、
現
在

は
農
地
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
高
品
質

農
産
物
の
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
９
年
に
北
海
道
農
業
士

に
認
定
さ
れ
、
本
町
農
業
の
将
来
を

担
う
人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
受
賞
さ
れ
た
八
森
さ
ん
は
「
よ

り
一
層
、
安
定
し
た
経
営
に
努
め
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。  



みんなが主役のふるさとづくり

【申込先・問い合わせ】　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」
平成29年度事業を募集します！

くりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつり
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◆
申
請
方
法

　

４
月
３
日
㈪
以
降
、
所
定
の
申
請
書
類

を
町
経
営
企
画
課
に
提
出

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
「
募
集
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
様
式
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）

◆
平
成
28
年
度
採
択
事
業

◇
栗
山
駅
前
花
壇
づ
く
り
事
業

　

チ
ー
ム
夢
と
き
わ

の
ほ
か
、
北
海
道
介
護
福
祉

　

学
校
生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栗
山
町
手
を 

　

つ
な
ぐ
育
成
会
員
な
ど
が
連
携
し
、
駅

　

前
の
花
壇
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
本

　

町
の
玄
関
口
が
美
し
い
花
で
彩
ら
れ
、

　

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

　

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

✿第 29 回酒蔵まつり
　【場所】小林酒造株式会社（錦 3）☎ 72-1001

・国の有形文化財酒蔵群の一般開放
・北の錦特別限定酒販売
・搾りたてにごり酒、限定大吟醸などの無料試飲
・露店（富士宮焼きそば、海鮮焼き、キノコ汁など）
・郷土芸能（よさこい、太鼓など）

✿本格手打ちそばまつり
　【場所】まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

・手打ちそばの販売（お持ち帰り可）
・北の錦特別限定酒販売
・おでん、つきたてあん餅の販売

✿第 19 回きびだんごまつり
　【場所】谷田製菓株式会社（錦 3）☎ 72-1234

・工場見学、昔ながらのきびだんご作り実演
・きびだんごの試食、栗山銘菓の販売

✿吟醸 酒風呂（小林酒造の酒粕使用）
　【場所】天然温泉くりやま（ホテルパラダイス
　　　　  ヒルズ）（湯地）☎ 72-1123
　期　間：4 月 7 日㈮～ 9 日㈰　3 日間

　時　間：7：00~22：00
　入浴料：大人 650 円　小学生 350 円

✿栗山みのり太鼓 祝い太鼓演奏
　【場所】カルチャープラザ「Eki」前噴水広場（中央 2）
　日　時：４月 9 日㈰ 9：30 ～※雨天時は屋内開催
　ゲスト：風雪太鼓（札幌市）
　　　　    羊蹄太鼓保存会　鼓流（倶知安町）
　　　　　YOSAKOI チーム Re:Birth

４月 8 日土
　　 10：00 ～ 16：00

　栗山が誇る老舗「北の錦」小林酒造と「日
本一きびだんご」谷田製菓が織りなす一大
イベントを今年も盛大に開催します。
　他にも町内各所でイベントを同時開催。
皆さんのご来場をお待ちしています。
※詳しい内容はホームページに掲載されて
います。

✿無料巡回バスを運行します！
【バス発着場】
・ＪＲ栗山駅
・まちの駅「栗夢プラザ」前（中央 2）
・ ホテルパラダイスヒルズ（湯地）【臨時駐車場有】
・栗山公園（桜丘 2）【臨時駐車場有】
※ＪＲ栗山駅から各会場までは徒歩となります。

　 ふ る さ と 田 舎 ま つ り 2017
　「くりやまマルシェ」がリニューアル！今年は
昨年に引き続き「ふるさと田舎まつり 2017」と
して開催します。
　一市四町の魅力を集結し、グルメコーナーや
自治体ＰＲブース、地域の魅力大抽選会など多
数のイベントをご用意しています。

【日　時】4 月 8 日㈯ 10：00 ～ 16：00
　　　　　　9 日㈰ 10：00 ～ 15：00

【場　所】株式会社スイテック特設会場（錦 3）
【問い合わせ】☎ 090-2691-1079　平野まで

同時開催！

✿

飲酒運転は絶対におやめください。また、まつり周辺の違法駐車・無断駐車は絶対にしないでください。

✿

✿

✿✿

✿

✿

✿

　　

町
で
は
「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
心
し
て

暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

力
、
地
域
力
に
よ
る
元
気
で
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
栗
山
町
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
交
付
金
」
は
、町
民
団
体
相
互
の
連
携
・

協
力
に
よ
る
新
た
な
活
性
化
事
業
を
応
援

す
る
た
め
の
交
付
金
制
度
で
す
。

◆
対
象
団
体

　

次
の
全
て
を
満
た
す
団
体

◇
町
内
の
公
益
活
動
団
体（
町
民
団
体
）ま

た
は
こ
れ
ら
の
連
合
体
で
あ
る
こ
と

◇
主
な
構
成
員
が
、
町
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
者
で
あ
る
こ
と

◇
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
が
18

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

◇
規
則
、
会
則
な
ど
を
有
し
、
適
切
な
会

計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

例
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

サ
ー
ク
ル
、
介
護
学

校
生
で
つ
く
る
組
織

な
ど

◆
対
象
事
業

　

他
の
団
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
ま

ち
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
・

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

◇
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
環
境
美

化
、
装
飾
事
業

例
広
場
や
通
り
な
ど
の
美
化
活
動
、
緑
化

活
動
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
な
ど

◇
地
域
の
魅
力
的
な
場
所
を
再
発
見
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト

例
フ
ッ
ト
パ
ス
や
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

◇
食
の
魅
力
を
活
用
し
た
体
験
事
業

例
食
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
創
作
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
や
特
産
品
の
開
発
な
ど

◆
対
象
外
事
業

○
従
来
か
ら
の
継
続
事
業

○
町
の
他
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
事
業

◆
対
象
事
業
期
間

　

４
月
１
日
㈯
～
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

◆
交
付
金
額

　

１
事
業
に
つ
き
30
万
円
を
上
限

　
（
対
象
経
費
の
10
割
以
内
・
最
長
３
年

間
）

◆
対
象
経
費

　

対
象
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必

要
な
経
費（
募
集
要
領
に
掲
載
）

✿
４月 9 日日
　　 10：00 ～ 15：00

✿



　

今
年
度
、
副
理
事
長
を
務
め
ま
す

池
渕
拓
允
で
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
が
住
む
南
々
空
知

は
、
年
々
加
速
す
る
人
口
流
出
か
ら

派
生
す
る
社
会
的
危
機
感
に
対
し
、

近
隣
町
村
同
士
の
連
携
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
力
の
発
信
・
発
展
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
栗
山
町
・
由

仁
町
・
長
沼
町
・
南
幌
町
よ
る
、「
南

空
知
４
町
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」
も

策
定
さ
れ
、
今
後
、
ま
す
ま
す
地
方

に
お
け
る
「
競
争
」
か
ら
「
共
創
」

へ
の
意
識
変
革
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
「
広
域
連
携
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
私
た
ち
も
今
年
で

２
回
目
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
田
舎
ま

つ
り
」
を
、
く
り
や
ま
老
舗
ま
つ
り

と
同
日
で
開
催
し
ま
す
。
南
々
空
知

一
市
四
町
（
夕
張
市
、
栗
山
・
由
仁
・

長
沼
・
南
幌
町
）
の
企
業
・
団
体
・

一
般
有
志
の
方
々
と
手
作
り
で
企
画

運
営
を
行
い
、
総
勢
20
店
舗
も
の
飲

食
店
ブ
ー
ス
や
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
南
々
空
知
が
誇
る
地
域

資
源
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

史
）、
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。

○
明
治
21
年
ア
ノ
ロ
原
野
・
・
ア
イ

ヌ
夕
張
鉄
五
郎(

テ
ッ
ピ
リ
ア
＝

写
真)

に
頼
ん
で
夕
張
川
を
丸
木

舟
で
渡
り(

５
月
16
日)

小
屋
掛

け
す
る
。
19
日
に
は
、
初
め
て
開

墾
に
手
を
つ
け
私
共
の
記
念
日

で
あ
り
ま
す
（
泉
麟
太
郎
＝
栗
山

発
達
史
）。
ま
さ
に
、
新
天
地
ふ

る
さ
と
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

○
渡
辺
大
助(

空
知
集
治
監
看
守)

も
明
治
21
年
職
辞
し
、
雨
煙
別
川

北
岸
に
20
万
坪
の
未
開
地
貸
付

願
い
出
て
入
植
、
栗
山
発
祥
の
第

一
歩
を
為
す
。
明
治
24
年
記
録
で

角
田
村
ア
イ
ヌ
人
口
は
、
６
戸

11
名
（
男
７
名
女
４
名
＝
栗
山
町

史
）。

○
夕
張
川
架
設
の
馬
追
橋
東
詰
の
地

点
に
丸
木
舟
で
渡
船
を
生
業
し

て
い
た
２
戸
の
ア
イ
ヌ
草
小
屋

が
・
・
１
戸
は
、
ト
マ
ン
リ
ュ
ウ

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.10

栗
山
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですVOL.10

母
な
る
夕
張
川
の
ア
イ
ヌ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
高
橋
毅
で

す
。
昨
年
、
高
知
県
の
四
万
十
町
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
と
て

も
感
銘
を
受
け
た
の
は
「
地
デ
ザ
イ

ナ
ー
」の
存
在
で
す
。地
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
「
地
」
は
地
酒
と
同
じ
。
地
域
に

根
付
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
意
味

で
す
。

　

私
た
ち
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
デ
ザ
イ

ン
の
重
要
性
を
と
て
も
強
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
た
ち
が
気
軽
に
相

談
で
き
、
栗
山
町
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
理
解
し
、
栗
山
町

に
愛
着
を
も
っ
て
い
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
さ
ん
は
私
た
ち
の
ま

わ
り
に
は
お
り
ま
せ
ん
・
・
・
。

　

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
作
っ

て
し
ま
お
う
！
と
い
う
こ
と

で
先
日
、
札
幌
大
谷
大
学
で

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
生
徒
さ
ん

を
招
い
て
「
栗
山
を
デ
ザ
イ

ン
」
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

非
常
に
将
来
有
望
な
生
徒

さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
生
徒
さ

ん
た
ち
に
は
季
節
ご
と
の
栗
山
を
五

感
で
感
じ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
「
栗

山
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
ふ
る
さ
と
明
治
入
植
は
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
協
力
な
し
に
歴
史
を

語
る
こ
と
が
不
可
能
で
す
。
心
と
歴

史
源
流
の
母
な
る
夕
張
川
と
ア
イ
ヌ

記
述
を
近
隣
市
町
史
等
か
ら
要
約
し

ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
祖
先
は
、北
海
道
の
縄
文
、

続
縄
文
、
擦
文
時
代
（
７
～
13
世
期

＝
飛
鳥
か
ら
鎌
倉
後
半
）
に
か
け
て

北
海
道
ア
イ
ヌ
文
化
形
成
。
ア
イ
ヌ

と
は
、「
人
間
」
を
意
味
す
る
言
葉

で
「
カ
ム
イ
」（
心
が
あ
る
自
然
指

す
呼
称
＝
神
）に
対
す
る
概
念
の「
人

間
」で
す
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
）

○
由
仁
町
遺
跡
か
ら
ア
イ
ヌ
遺
物
が

多
く
・
・
夕
張
川
筋
に
い
た
数

は
、
文
化
年
間
（
１
８
０
４
～

１
８
１
７
）
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、

下
夕
張
（
ク
ッ
タ
リ
よ
り
上
流
）

に
４
９
２
人
、
上
夕
張
（
ク
ッ
タ

リ
よ
り
下
流
）
に
３
７
６
人
が
居

住
し
た
と
あ
り
ま
す
（
松
浦
武
四

郎「
近
世
蝦
夷
人
物
語
」）。
ま
た
、

寛
永
12
年(

１
６
３
５
年)

に
は
、

夕
張
金
山
採
鉱
に
数
百
人
の
ア

イ
ヌ
使
役
と
松
前
藩
が
記
し
て

い
ま
す
が
（
夕
張
市
史
、
由
仁
町
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（「
渡
し
守
」
開
拓
者
の
英
雄
）
と

称
し
37
～
38
歳
で
家
内
と
男
の

子
が
２
人
、
１
戸
は
パ
リ
ア
ノ
と

云
っ
て
50
年
配
の
独
身
者
で
す
。

○
夕
張
川
向
う
側
の
長
沼
村(

北
長

沼
付
近)

に
は
、
セ
タ
レ
ッ
プ
と

称
す
る
70
歳
を
超
え
た
老
夫
妻

が
住
ん
で
、
一
説
に
は･･

鉄
五

郎
の
親
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。・
・
土
地
開
発
も
進
み
、
ア

イ
ヌ
達
は
明
治
31
～
32
年
頃
、
雨

竜
郡
の
方
へ
転
住
し
ま
す
（
長
沼

町
の
歴
史
／
上
巻
・
角
田
村
史
）。

　

幕
末
の
１
７
０
年
前
（
弘
化
～
安

政
）
松
浦
武
四
郎
（
探
検
家
）
は
、

蝦
夷
の
案
内
人
ア
イ
ヌ
と
信
頼
の
絆

に
よ
り
、眠
る
蝦
夷
山
河
や
動
植
物
、

先
住
民
の
土
俗
や
貴
重
産
物
等
を
ふ

る
さ
と
縁
の
叙
事
紀
行「
夕
張
日
誌
」

な
ど
記
し
、
ア
イ
ヌ
と
私
た
ち
に
永

遠
の
道
標
と
な
る
「
北
加
伊
道
＝
北

海
道
」
の
名
付
親
で
す
。（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.63

南
々
空
知
が
誇
る
地
域
資
源
の
発
信
・
発
展

　

ぜ
ひ
、
老
舗
ま
つ
り
に
ご
来
場
い

た
だ
く
際
は
、
田
舎
ま
つ
り
に
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
田
舎
ま
つ
り
２
０
１
７
】

◆
日　
　

時

　

４
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

　

４
月
９
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場　
　

所

　

株
式
会
社
ス
イ
テ
ッ
ク
特
設
会
場

◆
主
な
概
要

○
栗
山
監
督
杯
争
奪
！
第
６
回　

う

ま
い
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ

○
一
市
四
町
の
魅
力
が
当
た
る
「
大

抽
選
会
」　

○
来
場
者
限
定
！
後
日
出
店
店
舗
で

使
え
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン

第 3 回

4 月 30 日まで

札幌大谷大学学生との懇談の様子

締切迫る！

夕張鉄五郎
（テッピリア）

詳 し く は 老 舗 ま つ り の
ホームページで！

【アドレス】
https://www.
shinisematsuri.com/

■栗山町内の景観写真を大募集 !
■住所・年齢を問わず、誰でも応募

可能
※ facebook などの SNS からも応募

可能です。
■グランプリには 2 万円相当の町特

産物を贈呈！こども賞アリ！
■詳しくは、町ホームページで確認

【問い合わせ】
　町建設水道課技術グループ
　☎ 73-7513


